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288 脱臭微生物の 担体 と して の 各種不織布の 比較検討

（東工 大 ・資源 研）R，　S，　Tiwaree、 趙　敬淑 、 ○平井光代 、
　IE爾　誠

1）臼的 ：生物脱臭装置 をよ りコ ン パ ク トで か つ 効率良 い 装置 に す るため に 、 有効微生物の

分離とこれ らの 微生物 を固定化する担体の 選択が重要で ある 。 我 々 は ビ ー トを担体 とした

生物脱臭の 定量的解析 と各種有効微生物の研究を行 っ て きた 。 本研究で は 、 各種 の 不織布 ，
を脱臭薦微生物担体 として利用 し 、 そ れ らの 硫化 メ チル ガ ス 除去能の 比較検討を行 っ た 。

2）方法 ：40mm　g5　x500mmH の ガ ラス カ ラム に153mm高 さに 不織布 を充填 し 、 好気性消化 し尿汚

泥 を散布 し 、 リ ン酸緩衝液で 加湿 しなが ら硫化メ チル を通気 し た 。 まず硫化 メチル の入口

濃度5ppm、 空塔速度50h’t で 通気を始め 、 出口 に検出 されな くな っ た時に さらに 入 口濃度 を
上 げ順次通気負荷 を上げて い き 、 除去率が一

定値 を示 す様にな っ た時馴養が 完了 したもの

と した 。 剛 chaelis −Menten型 の 反応 を仮定 し 、 入 口 濃 度 と空塔速度 を変化 させ る こ とに よ

り硫化 メ チル の最大除去速度Vmを測定 した 。 不織布は 、 各種合成繊維 を原料 とした もの 、

ポ リア クリロ ニ トリル を原料 と した炭素繊維 、 お よび石炭 ピ ッ チ系の活性炭織維を用い た 。

3）結果 ：各種合成繊維を原料とした不織布のVmは ピー トの場合の値 （Vm＝0，38g−S／kg−dry
peat）、 と殆ど変わ らない か わずかに 大 ぎい値 が得 られた 。 これ に対 して 、炭素繊維や活性
炭繊維はピー トより大 きなVm （O。64〜 2，28g−S／d　kg−dryぞab．）が得られ 、 特に炭素繊維を

混綿 した活性炭織維が最大で あ っ た 。 除去速度は 、 繊維の 比表面積 、 担持菌数等の 因子で

決 まるもの と思わ れ た 。 硫化 メ チル 分解菌ig　Modified野aksman 培地中で 集積培養 し単離し

た 。 こ の細菌は 、 硫 化メ チル 以外に 、硫化水素 、 メ チ ル メ ル カ プ タ ン 、お よび二 硫化メ チ

ル に 対して も酸化能を示 した 。
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